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3. 家族の１/３くらいと
63

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

1. ほぼ全ての利用者が

68
2. 家族等の２/３くらいが
3. 家族等の１/３くらいが

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の
2. 家族の２/３くらいと

3. 利用者の１/３くらいの

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての職員が

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

基本情報リンク先

静岡県袋井市大野　２７３０－４所在地

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない
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地域密着型施設として地域の福祉の担い手となるにはどのようにしたら良いかをずっと模索し
てきましたが、開設十年目を迎え少しづつですが地域での定着感を感じています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

法人の勉強会には必ず項目として挙げら
れ、
職員は常に意識し、虐待の防止は徹底して
いる。事業所内で虐待が起きた場合には
法人の関係部署への通報および取り調べの
システムができている

運営推進会議には市役所の担当者にも出席
をお願いし毎回ホームの実情や取り組みを、
報告し、また防災課等他の部署への連絡へ
の橋渡しも担ってもらっている

運営推進会議には毎回参加してもらえていて、
次回の案内も終了後の口頭でしているほど、安
心感のある関係にある。地域ボランティアの皆さ
んに福祉事業所で求めていることについて講話
をすることも市の依頼に応え、出向いている。

利用者ひとり、一人に於いての拘束とは何か
を正しく理解し、身体拘束をしないケアに取り
組んでいる。ユニットそのものについては、
玄関の施錠の解除また事務所への出入り
の自由など生活空間での拘束感の軽減を
図っている

事業所としては生活空間における拘束感、閉塞
感を排除することに取り組んでいる。拘束排除と
安全性の狭間で管理者と職員の意見がぶつか
ることもあるが、「利用者の安心できる暮らし」が
双方、想いの根幹にあるため、ケース毎に合意
形成している。

地域住人による生活ボランティアの受け入れ
を行なっており、地域住民に認知症の理解や
支援を得ている。また幼・小。中学校による
ボランティアを受け入れることで子供たちにも
認知症の高齢者と接する機会を提供してい
る

会議での提案や指摘事項については職員
全体に周知させ、サービスの向上のために
活かしている（食事の内容や終末期につい
ての意見など）

運営推進会議を介して地域の皆さんの習い事の
発表会の場に活用してもらうこともあり、また地
域清掃の日時を知るなど、地域情報を得て資源
を活かすための場となっている。今後は家族の
参加を増やしたいと考えていて、方策を検討して
いる。

「地域の駆け込み寺になろう」を運営理念の
一つに掲げ、自宅での介護に悩み、疲れて
いる人たち相談場所や逃げ場所となれるよう
に・・・という共通意識を職員はもっている

困難事例も断らず、先ずは受け入れることを方
針としていて、職員にも「地域の駆け込み寺であ
る」意識が浸透している。職員の定着率も高いた
めか、年を重ねて職員の想いは一つになってい
ると管理者は感じているという。

自治会に加入し、自治会の行事や共同作業
にも参加し、親交を深めている。また、ホーム
が開催する行事（夏祭りやボランティアによ
る　　　発表会）には招待をし、一緒に楽しむ
機会を　　　　　設けている

事業所の夏祭りには総勢８０名余の参加があり、親し
みをもって関わってもらえていることが覗える。東日本
大震災を受け、４階建てであることから「第一次避難
所」として市役所を通して地域に提供している。地域
の防災訓練では、弱者とともに安全を確保することを
体験を通して学ぶという貴重な機会の舞台となった。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

法人内の研修機会を設けたり、研修補助規
程を設け、各種の研修への参加を奨励して
いる

年一回行なわれる院内学会では、各事業所
の取り組みやその成果などを発表し合い
サービスの向上に役立てている。
またグループ全体で開催される忘年際では
事業所を越えた交流が図られている

職員会議やユニット会議が定期的に開催
され、職員の意見や提案を聞く機会になって
いる。また、アンケートなども行い職員の思い
を把握するよう努めている

職員アンケートを無記名・記述なし（筆跡で特定
しないように）でとり、職員が日頃言えない意見
や気持ちを確認している。一職員が直接法人本
部へ進言できる仕組みも整っているが、実際使
う人はなく管理者に言ってくることが多い。

個人評価・施設評価システムがあり、個人
及び施設の努力や実績が評価され、賞与
に反映される

入居相談の段階でホームの特色を含め
契約内容の説明を十分行い、また契約内容
の変更の際には事前の説明会等を行なって
理解・納得を得ている

献立作成時には利用者の参加を促し、希望
の献立を取り入れたり、日常的に自己決定
を促すよう心がけている。家族の面会時
には要望を伺ったり、直接言いにくいことも
意見箱を設置して意見や要望を表せる様に
している

利用者に意見を言ってもらう機会を増やそうとしてい
て、メニュー作成への参画は定例となっている。また、
各ユニット毎に色を替えたフェルトで手作りした名札を
職員はエプロンの上につけていて、利用者にも家族
にも呼んでもらえるよう工夫している。隔月で「松葉の
家だより」を家族に届けていて、日頃の様子を書面で
も伝えている。

管理者、は利用者個人に必要性が生じた
場合は制度活用に向けて関係機関へ連絡
・相談をしている。また、任意で加入している
研究会などで　制度を学ぶ機会がある
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

居間の一角に皆が集いお茶をしたり、歌や
ゲームに興じる時間を設けている
また、自立度の高い方がケアの必要な方を
思いやる場面を大切にしている

入居の際には、家族とホームの双方で本人
を
支援することを提案し、随時相談や報告を
行なっていくよう心がけている

デイサービス利用時の友人にはいつでも
会えるよう支援している。また、友人に便りを
出せるよう手伝いをしている

高齢に伴い在宅時からの馴染みは年々減っている
が、１、２号館はデイサービスの利用者と日頃から行
き来がある。３号館は全体での取り組みができにくく
なっていて、船乗りだった人とは海を見に行くなど個
別支援が主になっている。新聞を購読したり、編み物
をするなど在宅時からの習慣を続けている人もいる。

本人や家族の主訴から、今必用な支援は何
かを見極めるようにしている。他のサービス
利用には至っていない

職員は本人と一緒に家事を行なったり、日課
相談するなど暮らしを共にする者として接し
ている。且つ職員は黒子の存在であることに
徹するよう心がけ、本人の自立を支援してい
る

入居前にも何回か本人と会う機会を設け
本人の思いを聞き、察し、顔なじみになれる
よう努めている

入居相談の段階で入居を決心するに到る
までの思いに傾聴し、よりベストなサービスを
提供できるよう、また家族の気持ちの拠り所
となれる関係作りができるよう努めている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

介護記録や介護経過に書きとめ職員間で
共有し、サービス内容に取り込んでいる

施設内のサービスにとらわれず社会資源を
含めた多種多様なサービスを盛り込んでい
きたいが充分ではない

入居時の情報で把握に努めるが、入居直後
からも本人の様子を観察・把握するよう勤め
ている

一番重要な本人との話し合いという点では
なかなか把握しきれないことが実情としてあ
る
が日々の表情や言葉の中から察っ視把握す
る　　るよう努め介護計画に反映している

カンファレンスは全職員でし、モニタリングシート
への反映及びプラン作成は各ユニットの計画作
成担当者がおこなっている。作成後はケアマ
ネージャー（管理者兼務）が見直しもしている。職
員がプランの実践を日々振り返ることができるよ
う、介護記録は評価機能も含まれている。

起床時間、就寝時間、入浴の意志等、生活
全般において自己決定を促すよう心がけて
いる。「自己決定の支援」を理念に掲げて
いる

「自己決定の支援」という理念を念頭においていて、
起床時間、就寝時間も決めてなく、それぞれの生活習
慣と選択を尊重している。また、この職員なら入浴す
るという利用者もいて、希望に添えるよう工夫してい
る。また、介護経過には発語を記録する欄を設け、利
用者の何気ない言葉を大切にしている。

入居時には家族や居宅支援のケアマネから
情報を提供してもらい、また居宅へ伺いうこと
でも生活環境を把握するよう努めている

本人が他施設に転居後も情報を提供したり
面会をして励ますようにしている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

地域の避難訓練実施日には地域住民の協
力　　　　　　を得、避難誘導訓練を行なって
いる。
また事業所の訓練は月一回行い、職員全員
が対応に慣れるよう取り組んでいる。

地域の第一次避難所となっていて、地域の防災
訓練では住民の避難を受入れている。また、車
椅子の利用者を屋上にあげることなどを手伝っ
てもらい、訓練において初めて協働関係を築くこ
とができた。

終末期を迎えた折には、家族・主治医と
ホームとで現状の把握と今後の生活の方針
を事業所のでき得るケアを伝えながら決めて
いき、支援体制を整えていく

医療に関しては隣接行為しか許されていない福
祉事業所にあって不安な点もあり、訪問看護や
併設のデイサービスの看護師の助けを借りて、
勉強会を開催している。家族、医療の協力が得
られれば看取りには取り組みたいと考えている。

これまでの勉強会を礎にさらに職員教育
や書面整備を進めることを期待する。

消防署で開催される救急処置法の講義に
参加したり、応急処置法に関しては看護師
の教えを仰いだりし、実践に役立てるよう
努めている

職員は医療的な観点の気づきや心配なこと
を書きとめ、看護士に伝えまた指示を仰いで
いる

入院時にはホームでの様子を伝え、治療を
行なう上で配慮をお願いしたり、できるだけ
入院先に足を運び担当看護師から情報を
得ることで退院に向けての準備をしている
また、相談員には入院の際にホームの利用
者であることを伝えあいさつをする

ホームの近くにあるコンビニエンスストアー
に出掛け、買い物をしながら金銭を扱う機会
を得たり、地域にある授産所に立ち会話を
楽しむ・・など社会との繋がりが保てるよう
支援をしている

ホームドクター契約を結ぶ、内科・外科・歯科
には職員が受診支援をし、本人や家族の不
安
や要望を主治医に伝え適切な治療が行なわ
れている。受診結果は報告をしている

１名を除いて事業所の協力医に変更していて、職員
が受診支援をしている。概ね月４回看護師の来訪も
あり、医療連携も進めている。医療情報は、「介護経
過（個人ファイル）」に記載し、情報の共有化に努めて
いる。また、救急隊が求める情報を一つにまとめた
シートも備えていて、有事にも備えている。

6/25



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

水分及び食事摂取量をチェックし、適量が
確保できているかを確認している。
また、きざみやミキサー・とろみ等、本人に
合った食事形態を見極め対応している

毎食時後、口腔ケアーを行なっている

散髪時には、希望のヘアースタイルを聞い
たり、外出の際には化粧を施したり、洋服選
び
を手伝うなどの支援をしている
また、整容の際には必ず鏡に映し、きれいに
なることへの喜びを感じるよう支援をしている

「自己決定の支援」を理念に掲げ、生活全般
を自己決定を基本に支援するよう努めている

業務優先をするのではなく、一人ひとりへの
支援のために業務があることを認識し、本人
の
希望や訴えを優先するよう努めている

嗜好調査を行い食事に対しての満足度を
把握し、希望の献立を取り入れている。
調理の準備段階やかたずけにさんかできる
よう配慮をしている

食事は手作りで彩りの配慮もあり、それぞれの
皿に職員の想いがこもっているようだった。魚屋
さんが届けてくれる際には利用者に受け取って
もらい、社会参加の機会を作っている。ホットプ
レートを使ったりして、参画型のおやつも提供し
ている。

一人ひとりの「その人らしさ」を大切にし、そ
の
人に合った言葉使い、対応を心がけている

「敬語はよそよそすぎる」という意見の職員もい
て、プロ意識をもって敬意を表せるよう「です」「ま
す」を遣うことを意識する強化月間を施行してい
る。全面的な意識改革は得られないものの、職
員によっては変化がみられるという。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

ベッド使用の方布団使用の方等生活習慣を
配慮している。また使用し慣れた寝具を持ち
込んでいただき安眠を促すようにしている。
日中のすごし方として、昼寝を取り入れたり
居間のソファーで横になったり思い思いの
休息を支援している

排便が滞る悪影響を常に認識し、チェック表
から排便の有無を確認し、定期排便がある
よう気を配っている。日頃から水分量の少な
い方への水分摂取量の確保に対しての工夫
をしている

入浴は月～土曜日に行なっており、入りたい
日に入れるように考慮している。
また、友人と楽しく入りたい方、個欲を希望
する方等希望に応じているが時間帯は午後２時
～３時半になっており夜間にできないのが残念で
ある

シャワー浴はできるだけ避け、ゆっくり湯に浸
かってもらうことを旨としている。日曜日以外は
希望に応ずることができるが、安全面の確保か
ら時間は午後のみとなっている。友人同士で入
るのを楽しみにしている人たちもいる。

調理の得意な方には台所にたっていただき
きれい好きな方には掃除を手伝っていただい
たり・・生活歴を顧慮した生活を支援している
またデイルームに出掛け、デイサービスの
利用者との交流をするなど気分変換を図っ
て
いる

散歩やデイルームへでかけたたり、買い物
への支援を行なっている

散歩のほかにも火曜日に食材の買い出しに行く
ことを決めていて、利用者も心待ちにしていると
いう。外食も全員でできなくなってから途絶えて
いたが、今後は個別で取り組めるよう検討してい
る。春の花見、秋の紅葉狩りのほか、思い立って
ドライブに行くこともある。

主治医への受診の際には薬についての説明
を受け、薬剤師には服薬時の注意事項等の
説明を受けている。薬についての気づきや
疑問にはその都度連絡をし、指示を仰いで
いる

排泄チェック表に記入することで本人の排泄
パターンを把握するよう努め、トイレ誘導等に
活かしている。また「排泄はトイレで・・」を
方針とし取り組んでいる

排泄意とは別かも知れないが、定期的にトイレ
に行くことが習慣となっている。尿意がなくても座
ることで腹圧がかかりトイレでできる可能性があ
るため、今後も取り組んでいきたいと考えてい
る。トイレの中には備品を極力置かないようにし
ていることも視認した。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

自室がわかるように顔写真を掲示したり
浴場、トイレなどの案内が貼られている

食堂兼居間には食卓やソファーが設置して
あり、椅子に一人で座ったり、皆でソファーで
くつろいだりと、思い思いに過ごせるように
工夫をしている

居室への家具等の持ち込みは自由であり
家庭での環境をそのまま再現してしていた
だくよう家具の配置等を家族と相談し、居心
地よく生活が送れるように工夫をしている

家庭から馴染みのものを持ち込むほか、生活す
るなかで家族と相談し買い足していることも真新
しい備品から覗えた。

金銭の管理をしてきた生活歴を持つ方には
家族と相談をし、所持及び支払いを支援
している

事務所内の電話を無料で使用でき、いつでも
使用できるようにしている
また友人に手紙を書く方もおり、投函の手伝
いもしている

自室の入り口には表札を掲げている。居間
にはテレビ、ソファーが設置してありくつろげ
る空間があり、観葉植物の色あざやかさに
癒しを感じ、花瓶には四季を感じる花を生け
ている

季節の変化がわかる行事掲示があり、ソファー
も置かれ、過ごしやすい空間にしようとする姿勢
が覗える。温湿度計もあり、換気も朝と掃除のと
きにしている。生け花は散歩で採取したり、職員
が家の庭からもってきたもので、生活を楽しむ習
慣があることが受け止められた。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

事業所としては生活空間における拘束
感、閉塞感を排除することに取り組んで
いる。拘束排除と安全性の狭間で管理
者と職員の意見がぶつかることもある
が、「利用者の安心できる暮らし」が双
方、想いの根幹にあるため、ケース毎に
合意形成している。

運営推進会議を介して地域の皆さんの
習い事の発表会の場に活用してもらうこ
ともあり、また地域清掃の日時を知るな
ど、地域情報を得て資源を活かすための
場となっている。今後は家族の参加を増
やしたいと考えていて、方策を検討して
いる。
運営推進会議には毎回参加してもらえて
いて、次回の案内も終了後の口頭でして
いるほど、安心感のある関係にある。地
域ボランティアの皆さんに福祉事業所で
求めていることについて講話をすることも
市の依頼に応え、出向いている。

外部評価

実践状況

困難事例も断らず、先ずは受け入れるこ
とを方針としていて、職員にも「地域の駆
け込み寺である」意識が浸透している。
職員の定着率も高いためか、年を重ねて
職員の想いは一つになっていると管理者
は感じているという。

「地域の駆け込み寺になろう」を運営理念の
一つに掲げ、自宅での介護に悩み、疲れて
いる人たち相談場所や逃げ場所となれるよ
うに・・・という共通意識を職員はもっている

事業所の夏祭りには総勢８０名余の参加があ
り、親しみをもって関わってもらえていることが
覗える。東日本大震災を受け、４階建てであ
ることから「第一次避難所」として市役所を通
して地域に提供している。地域の防災訓練で
は、弱者とともに安全を確保することを体験を
通して学ぶという貴重な機会の舞台となった。

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

利用者ひとり、一人に於いての拘束とは何
か　　　　を正しく理解し、身体拘束をしない
ケアに取り
組んでいる。ユニットそのものについては、
玄関の施錠の解除また事務所への出入り
の自由など生活空間での拘束感の軽減を
図っている法人の勉強会には必ず項目として挙げら
れ、
職員は常に意識し、虐待の防止は徹底して
いる。事業所内で虐待が起きた場合には
法人の関係部署への通報および取り調べの
システムができている

自治会に加入し、自治会の行事や共同作業
にも参加し、親交を深めている。また、ホー
ム　　　が開催する行事（夏祭りやボランティ
アによる　　　発表会）には招待をし、一緒に
楽しむ機会を　　　　　設けている

地域住人による生活ボランティアの受け入
れ
を行なっており、地域住民に認知症の理解
や　　　支援を得ている。また幼・小。中学校
による
ボランティアを受けいることで、子供たちにも
認知症の高齢者と接する機会を提供してい

会議での提案や指摘事項については職員
全体に周知させ、サービスの向上のために
活かしている（食事の内容や終末期につい
ての意見など）

運営推進会議には市役所の担当者にも出
席　　　　をお願いし毎回ホームの実情や取
り組みを、
報告しまた、防災課等他の部署への連絡へ
の橋渡しも担ってもらっている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

法人内の研修機会を設けたり、研修補助規
程を設け、各種の研修への参加を奨励して
いる

他施設の訪問をする機会がある（同グルー
プ）
またグループ全体で開催される忘年際では
事業所を越えた交流が図られている

個人評価・施設評価システムがあり、個人
及び施設の努力や実績が評価され、賞与
に反映される

家族の方の面会時に意見・要望を直接伺っ
たり
意見箱を設置し、意見を頂戴している

利用者に意見を言ってもらう機会を増やそうと
していて、メニュー作成への参画は定例となっ
ている。また、各ユニット毎に色を替えたフェ
ルトで手作りした名札を職員はエプロンの上
につけていて、利用者にも家族にも呼んでも
らえるよう工夫している。隔月で「松葉の家だ
より」を家族に届けていて、日頃の様子を書

職員アンケートを無記名・記述なし（筆跡
で特定しないように）でとり、職員が日頃
言えない意見や気持ちを確認している。
一職員が直接法人本部へ進言できる仕
組みも整っているが、実際使う人はなく
管理者に言ってくることが多い。

職員会議やユニット会議が定期的に開催
され、職員の意見や提案を聞く機会になって
いる。また、アンケートなども行い職員の思
い
を把握するよう努めている

管理者、は利用者個人に必要性が生じた
場合は制度活用に向けて関係機関へ連絡
・相談をしている。また、任意で加入している
研究会などで　制度を学ぶ機会がある

入居相談の段階でホームの特色を含め
契約内容の説明を十分行い、また契約内容
の変更の際には事前の説明会等を行なって
理解・納得を得ている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよう
な支援に努めている

入居相談時には家族の不安や思いに傾聴し
今後は一緒に本人を支えていくことを伝え
安心を与えるよう関係作りに努めている

高齢に伴い在宅時からの馴染みは年々減っ
ているが、１、２号館はデイサービスの利用者
と日頃から行き来がある。３号館は全体での
取り組みができにくくなっていて、船乗りだっ
た人とは海を見に行くなど個別支援が主に
なっている。新聞を購読したり、編み物をする
など在宅時からの習慣を続けている人もい

本人及び家族の主訴を大事にし、ニーズを
決定している
今までの苦労を十分理解してあげられるよう
接している

一緒に家事をしたり、共に生活している利用
者同士が支えあう関係を作るよう努めている

本人が生活してきた地域のお祭りや先祖の
墓参り等に同行したり、若い頃の職業に関
係
のある場所にドライブにいったりしている

食事の下膳や洗濯物の収納等お互い手伝
っている姿が見受けられたり、困っている利
用者を見かけたりすると職員を呼んでくれた
り・・そんな光景は大事にしている

家族の方を巻き込みながら本人を支援して
いく関係を築いている

本人との面談、思いの傾聴、アセスメント
シートを活用しサービス導入に努めている

12/25



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

その場その場のニーズに対応するよう努め
いるが、柔軟な対応・サービスの多機能化
という観点では十分ではない

一人ひとりの生活の希望を把握し、またでき
る
こと、できないことを見極めるよう努めている

本人の意向の確認は日頃の呟きから察する
ことが多く、家族の意向の確認は面会時に
確認する事が多い
ケアに当たる職員は随時話し合いの場を持
ち介護計画に活かしている

カンファレンスは全職員でし、モニタリン
グシートへの反映及びプラン作成は各ユ
ニットの計画作成担当者がおこなってい
る。作成後はケアマネージャー（管理者
兼務）が見直しもしている。職員がプラン
の実践を日々振り返ることができるよう、
介護記録は評価機能も含まれている。

介護記録、介護経過、申し送りにおいて職員
全員で共有し、インシデント報告も活用し介
護
計画に反映させている

本人からの要望、訴えには必ず傾聴する
日頃の何気ない会話の中に本人の意向
を聞き逃さないように勤めている

「自己決定の支援」という理念を念頭において
いて、起床時間、就寝時間も決めてなく、それ
ぞれの生活習慣と選択を尊重している。ま
た、この職員なら入浴するという利用者もい
て、希望に添えるよう工夫している。また、介
護経過には発語を記録する欄を設け、利用者
の何気ない言葉を大切にしている。

退去された方の家族に、困っているケースの
相談があったりする場合があり、一緒に方法
を考えたりする

入居時の情報等で生活歴を把握、普段の会
話
からも本人の生活歴を聞かせていただく
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護
を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

地域の第一次避難所となっていて、地域
の防災訓練では住民の避難を受入れて
いる。また、車椅子の利用者を屋上にあ
げることなどを手伝ってもらい、訓練にお
いて初めて協働関係を築くことができた。

地域の避難訓練実施日には地域住民の協
力　　　　　　を得、避難誘導訓練を行なって
いる。
また事業所の訓練は月一回行い、職員全員
が対応に慣れるよう取り組んでいる。

消防署で開催される救急処置法の講義に
参加したり、応急処置法に関しては看護師
の教えを仰いだりし、実践に役立てるよう
努めている

入院時にはホームでの情報を提供し、入院
中には治療の進行具合などを把握し退院の
準備をしている

近隣のお店等にでかけ買い物を楽しんでい
る

医療に関しては隣接行為しか許されてい
ない福祉事業所にあって不安な点もあ
り、訪問看護や併設のデイサービスの看
護師の助けを借りて、勉強会を開催して
いる。家族、医療の協力が得られれば看
取りには取り組みたいと考えている。

これまでの勉強会を礎にさらに職員教育
や書面整備を進めることを期待する。

終末期をどう支援するかを家族・主治医と共
に
話し合いを行う
ホームでできうることを説明し、最終的には
家族に判断をしてもらう

１名を除いて事業所の協力医に変更して
いて、職員が受診支援をしている。概ね
月４回看護師の来訪もあり、医療連携も
進めている。医療情報は、「介護経過（個
人ファイル）」に記載し、情報の共有化に
努めている。また、救急隊が求める情報
を一つにまとめたシートも備えていて、有

体調の変化や症状の変化を見逃さないよう
注意を払い看護士に相談をかけている

ホームドクター契約を結ぶ、内科・外科・歯科
には職員が受診支援をし、本人や家族の不
安
や要望を主治医に伝え適切な治療が行なわ
れている。受診結果は報告をしている
希望の病院への通院も自由としている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

食事・水分摂取量をチェックし適量が摂取で
き
るように支援している

毎食時後口腔ケアーを支援している
能力に応じ対応をこころがけている

ヘヤースタイルを本人がちゃんと伝えられ、
その日に着る洋服はどれにするか・・等
支援している

希望献立を聞いたり、食事の準備を一緒に
し、食事に関心を持ってもらえるよう配慮を
している　また一緒のテーブルで食事をし
楽しいひと時になるよう努めている

食事は手作りで彩りの配慮もあり、それ
ぞれの皿に職員の想いがこもっているよ
うだった。魚屋さんが届けてくれる際には
利用者に受け取ってもらい、社会参加の
機会を作っている。ホットプレートを使っ
たりして、参画型のおやつも提供してい
る。

「自己決定の支援」を理念に掲げ、一人ひと
り
の生活が自分で判断できるよう配慮をしてい
る
自己決定が困難な方にも希望を引き出すよ
う
注意を払っている

職員の業務や都合をを優先することのない
よう
手を止めて利用者に対応している
「まっててね」の言葉かけはタブーとしている

人生の先輩とし敬うにふさわしい言葉かけ、
言葉遣いを職員一人ひとり考えている

呼び方は「～さん」で統一している。ま
た、居室への出入りには必ず利用者に
一言声を掛けて許可を得るようにしてい
る。ほぼ全員の職員が利用者を敬った
やりとりができている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

薬剤情報には目を通し、副作用等の知識を
得ている

買い物や散歩等には本人の行きたいときに
行けるように支援をしている
入居前の馴染みの場所、行事にも出かけて
いる

散歩のほかにも火曜日に食材の買い出
しに行くことを決めていて、利用者も心待
ちにしているという。外食も全員でできな
くなってから途絶えていたが、今後は個
別で取り組めるよう検討している。春の
花見、秋の紅葉狩りのほか、思い立って
ドライブに行くこともある。

入浴日は基本的に本人に決めてもらってい
る
ゆっくりと時間がとれるよう考慮する

シャワー浴はできるだけ避け、ゆっくり湯
に浸かってもらうことを旨としている。日
曜日以外は希望に応ずることができる
が、安全面の確保から時間は午後のみ
となっている。友人同士で入るのを楽し
みにしている人たちもいる。

昼夜逆転を防ぐため基本的にに日中の臥床
は
しないようにしている
夜間不眠の方には不安な気持ちを聞くなど
し
ている

入居前の生活、楽しみ、こだわりを把握し
その人毎に支援をしている

排泄チェック表を活用し、その人毎の排泄パ
タ
ーンを把握し、トイレで排泄ができる支援をし
て
いる

排泄意とは別かも知れないが、定期的に
トイレに行くことが習慣となっている。尿
意がなくても座ることで腹圧がかかりトイ
レでできる可能性があるため、今後も取
り組んでいきたいと考えている。トイレの
中には備品を極力置かないようにしてい
ることも視認した。

水分摂取の声かけ支援、定時にトイレに誘う
等おこなっている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

電話・手紙は自由にできている

自室のドアには本人にわかるように表札を
掲げ
たり、ユニット内には場所の表示がある

食堂および居間にて仲良く話をされたり
お互いの部屋を行き来する光景がある

入居前の部屋をそのまま再現できるよう
家族と本人の希望の家具等を持ち込んで
もらっている

家庭から馴染みのものを持ち込むほか、
生活するなかで家族と相談し買い足して
いることも真新しい備品から覗えた。

季節ごとの飾り付けをしたり、季節の花を
生けて楽しさを引き出している

季節の変化がわかる行事掲示があり、ソ
ファーも置かれ、過ごしやすい空間にし
ようとする姿勢が覗える。温湿度計もあ
り、換気も朝と掃除のときにしている。生
け花は散歩で採取したり、職員が家の庭
からもってきたもので、生活を楽しむ習慣
があることが受け止められた。

金銭に対する理解ができにくく、しまい忘れ
に
よるトラブルを防ぐため職員が預かっている
買い物時の支払いも職員がおこなっている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

事業所としては生活空間における拘束感、閉塞
感を排除することに取り組んでいる。拘束排除と
安全性の狭間で管理者と職員の意見がぶつか
ることもあるが、「利用者の安心できる暮らし」が
双方、想いの根幹にあるため、ケース毎に合意
形成している。

運営推進会議を介して地域の皆さんの習い事の
発表会の場に活用してもらうこともあり、また地
域清掃の日時を知るなど、地域情報を得て資源
を活かすための場となっている。今後は家族の
参加を増やしたいと考えていて、方策を検討して
いる。

運営推進会議には毎回参加してもらえていて、
次回の案内も終了後の口頭でしているほど、安
心感のある関係にある。地域ボランティアの皆さ
んに福祉事業所で求めていることについて講話
をすることも市の依頼に応え、出向いている。

外部評価

実践状況

困難事例も断らず、先ずは受け入れることを方
針としていて、職員にも「地域の駆け込み寺であ
る」意識が浸透している。職員の定着率も高いた
めか、年を重ねて職員の想いは一つになってい
ると管理者は感じているという。

「地域の駆け込み寺になろう」を運営理念の
一つに掲げ、自宅での介護に悩み、疲れて
いる人たち相談場所や逃げ場所となれるよう
に・・・という共通意識を職員はもっている

事業所の夏祭りには総勢８０名余の参加があり、親し
みをもって関わってもらえていることが覗える。東日本
大震災を受け、４階建てであることから「第一次避難
所」として市役所を通して地域に提供している。地域
の防災訓練では、弱者とともに安全を確保することを
体験を通して学ぶという貴重な機会の舞台となった。

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

利用者ひとり、一人に於いての拘束とは何か
を正しく理解し、身体拘束をしないケアに取り
組んでいる。ユニットそのものについては、
玄関の施錠の解除また事務所への出入り
の自由など生活空間での拘束感の軽減を
図っている
法人の勉強会には必ず項目として挙げら
れ、
職員は常に意識し、虐待の防止は徹底して
いる。事業所内で虐待が起きた場合には
法人の関係部署への通報および取り調べの
システムができている

自治会に加入し、自治会の行事や共同作業
にも参加し、親交を深めている。また、ホーム
が開催する行事（夏祭りやボランティアによ
る　　　発表会）には招待をし、一緒に楽しむ
機会を　　　　　設けている

地域住人による生活ボランティアの受け入れ
を行なっており、地域住民に認知症の理解や
支援を得ている。また幼・小。中学校による
ボランティアを受けいることで、子供たちにも
認知症の高齢者と接する機会を提供してい
る

会議での提案や指摘事項については職員
全体に周知させ、サービスの向上のために
活かしている（食事の内容や終末期につい
ての意見など）

運営推進会議には市役所の担当者にも出席
をお願いし毎回ホームの実情や取り組みを、
報告しまた、防災課等他の部署への連絡へ
の橋渡しも担ってもらっている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

法人内の研修機会を設けたり、研修補助規
程を設け、各種の研修への参加を奨励して
いる

年一回行なわれる院内学会では、各事業所
の取り組みやその成果などを発表し合い
サービスの向上に役立てている。
またグループ全体で開催される忘年際では
事業所を越えた交流が図られている

個人評価・施設評価システムがあり、個人
及び施設の努力や実績が評価され、賞与
に反映される

面会時に家族からの要望を伺ったり職員に
直接言いにくいことも意見箱を設置すること
で
意見や要望を表せる機会を設けている

利用者に意見を言ってもらう機会を増やそうとしてい
て、メニュー作成への参画は定例となっている。また、
各ユニット毎に色を替えたフェルトで手作りした名札を
職員はエプロンの上につけていて、利用者にも家族
にも呼んでもらえるよう工夫している。隔月で「松葉の
家だより」を家族に届けていて、日頃の様子を書面で
も伝えている。

職員アンケートを無記名・記述なし（筆跡で特定
しないように）でとり、職員が日頃言えない意見
や気持ちを確認している。一職員が直接法人本
部へ進言できる仕組みも整っているが、実際使
う人はなく管理者に言ってくることが多い。

職員会議やユニット会議が定期的に開催
され、職員の意見や提案を聞く機会になって
いる。また、アンケートなども行い職員の思い
を把握するよう努めている

管理者、は利用者個人に必要性が生じた
場合は制度活用に向けて関係機関へ連絡
合っている
また、任意で加入している研究会などで
制度を学ぶ機会がある

入居相談の段階でホームの特色を含め
契約内容の説明を十分行い、また契約内容
の変更の際には事前の説明会等を行なって
理解・納得を得ている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

高齢に伴い在宅時からの馴染みは年々減っている
が、１、２号館はデイサービスの利用者と日頃から行
き来がある。３号館は全体での取り組みができにくく
なっていて、船乗りだった人とは海を見に行くなど個
別支援が主になっている。新聞を購読したり、編み物
をするなど在宅時からの習慣を続けている人もいる。

介護される介護・・を目指し生活の主体は理
用しゃであることをいつも頭に置いている

入居当初は馴染みの関係者の來設がある
が
しだいに遠ざかっている

他のサービス利用の導入については今後
検討したい
１階のデイサービスには出かけている

利用者同士の関わりを仲介することで、思い
やりを発揮する場面が見られている

入居時にも双方から支援していきたいとの話
をさせていただいている
折にふれ相談をかけている

入居時に本人の気持ちを聞いたり
日々の生活の中でも本人の気持ちを察する
よう注意を払っている

入居相談時に家族の不安や思いを聞いたり
また面会時等にもその都度希望を伺ってい
る
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

サービスの多機能化については今後の課題
として取り組みたい

認知症の症状を基本にできることとできない
ことを見極めすごし方に反映している

日頃からの思いを聞き逃さず介護計画に反
映
している

カンファレンスは全職員でし、モニタリングシート
への反映及びプラン作成は各ユニットの計画作
成担当者がおこなっている。作成後はケアマ
ネージャー（管理者兼務）が見直しもしている。職
員がプランの実践を日々振り返ることができるよ
う、介護記録は評価機能も含まれている。

一人ひとりについての日々の様子について
は
介護記録・かご経過・申し送りノートに記し
職員間で情報を共有している

利用者様の独り言、呟きは大切にし、思いを
把握している
生活の意向を家族に代弁してもらうこともあ
る

「自己決定の支援」という理念を念頭においていて、
起床時間、就寝時間も決めてなく、それぞれの生活習
慣と選択を尊重している。また、この職員なら入浴す
るという利用者もいて、希望に添えるよう工夫してい
る。また、介護経過には発語を記録する欄を設け、利
用者の何気ない言葉を大切にしている。

退去された方の家族に納涼祭や行事の通知
を送ることで立ち寄ってくれるケースがある

入居時の面談の際には生活環境を把握し
居宅のケアマネからもいろんな話を伺い
把握に努めている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

地域の第一次避難所となっていて、地域の防災
訓練では住民の避難を受入れている。また、車
椅子の利用者を屋上にあげることなどを手伝っ
てもらい、訓練において初めて協働関係を築くこ
とができた。

地域の避難訓練実施日には地域住民の協
力　　　　　　を得、避難誘導訓練を行なって
いる。
また事業所の訓練は月一回行い、職員全員
が対応に慣れるよう取り組んでいる。

消防署で開催される救急処置法の講義に
参加したり、応急処置法に関しては看護師
の教えを仰いだりし、実践に役立てるよう
努めている

入院時には同行し日頃の様子を病院側に報
告をし入院中には治療経過を確認している

地域の商店、公民館、授産所にでかけ、社
会
の一員としての暮らしを支援している

医療に関しては隣接行為しか許されていない福
祉事業所にあって不安な点もあり、訪問看護や
併設のデイサービスの看護師の助けを借りて、
勉強会を開催している。家族、医療の協力が得
られれば看取りには取り組みたいと考えている。

これまでの勉強会を礎にさらに職員教育
や書面整備を進めることを期待する。

家族・職員・主治医と方針を検討している

ホームドクターとなっている内科医・歯科
外科への受診を支援している

１名を除いて事業所の協力医に変更していて、
職員が受診支援をしている。概ね月４回看護師
の来訪もあり、医療連携も進めている。医療情
報は、「介護経過（個人ファイル）」に記載し、情
報の共有化に努めている。また、救急隊が求め
る情報を一つにまとめたシートも備えていて、有
事にも備えている。

受診時には主治医に的確に情報を伝え、相
談
をしたり来設する看護士に心配なことを相談
している
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

お粥・刻み食・ミキサー食・とろみでの対応
も可能で、できる限り経口摂取ができるよう
支援している

毎食事後行ってもらっている

美容師の來設があったり、お化粧の手伝い
をしたり・・・女性として輝くよう支援をしている

献立つくりに参加できるよう誘導したり、食事
の支度に誘ったりして食事に関心を持って
もらえるよう支援している

食事は手作りで彩りの配慮もあり、それぞれの
皿に職員の想いがこもっているようだった。魚屋
さんが届けてくれる際には利用者に受け取って
もらい、社会参加の機会を作っている。ホットプ
レートを使ったりして、参画型のおやつも提供し
ている。また、餡子やきなこを手際よく添え、生き
生きとした表情で餅を丸める利用者の様子があ

思いや希望、また不安の訴えにはしっかりと
向き合って傾聴し、そのうえで自己決定を促
している

生活の主体は利用者であることを頭にいれ
職員の都合であってはならないことを意識
するよう努めている

人格や性格を把握し、その人その人に合っ
た
対応を心がけている
言葉使いもその方にあった言葉を選んでい
る
が、馴染みの関係が構築できていくと少し言
葉が雑になってしまうことがある

呼び方は「～さん」で統一している。また、居室へ
の出入りには必ず利用者に一言声を掛けて許
可を得るようにしている。ほぼ全員の職員が利
用者を敬ったやりとりができている。
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実践状況
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自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

散歩や買い物にでかける
また桜時期のお花見・お祭り見物・初詣等季
節を感じられるよう支援をしている

散歩のほかにも火曜日に食材の買い出しに行く
ことを決めていて、利用者も心待ちにしていると
いう。外食も全員でできなくなってから途絶えて
いたが、今後は個別で取り組めるよう検討してい
る。春の花見、秋の紅葉狩りのほか、思い立って
ドライブに行くこともある。

日曜日を除き男女が一日おきに入浴してい
る
が、本人の希望で毎日入浴している方もいる

シャワー浴はできるだけ避け、ゆっくり湯に浸
かってもらうことを旨としている。日曜日以外は
希望に応ずることができるが、安全面の確保か
ら時間は午後のみとなっている。友人同士で入
るのを楽しみにしている人たちもいる。

買い物・散歩に出かけたり、デイサービスで
カラオケに興じたり、新聞・雑誌を読んだり
就寝前には養命酒を飲んだり・・色々

ベッド使用、布団使用の選択は自由で、
臥床時間も自由にしていただいている
日中はソファーで横になる方もいる

排泄誘導は個々の排泄感覚を尊重し、随時
行っている
できる限りトイレでの排泄ができるように取
り組んでいる

排泄意とは別かも知れないが、定期的にトイレ
に行くことが習慣となっている。尿意がなくても座
ることで腹圧がかかりトイレでできる可能性があ
るため、今後も取り組んでいきたいと考えてい
る。トイレの中には備品を極力置かないようにし
ていることも視認した。

薬剤情報を本に薬剤師に聞いたりすることで
その方が使用している薬を把握するように
努めている

便秘による体調変化等は主治医から説明を
受けているためみきわめをしっかりするよう
心
がけている
水分摂取量には気を配っている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム松葉の家　（３ユニット合同））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

蛍光灯点灯を工夫して刺激を軽減したり
空間を季節感のある飾りつけをしている

居室への持込は自由で、本人や家族が考え
部屋作りをしている

家庭から馴染みのものを持ち込むほか、生活す
るなかで家族と相談し買い足していることも真新
しい備品から覗えた。また、自立での歩行が難し
くなった利用者が、居室のドアを開け共用空間で
おやつづくりをする仲間を眺めていて、プライ
ベート空間にいても仲間と一緒にいたい気持ち
が伝わってきた。

事務所の電話はフリーに使用でき、家族に
連絡したりまた、年賀状を送ったりしている

ユニット内の色々な場所に案内を掲げている
（トイレ。浴室等）

食卓テーブルの椅子や居間にはソファーが
設置してあり気の合った同士、雑談ができる

季節の変化がわかる行事掲示があり、ソファー
も置かれ、過ごしやすい空間にしようとする姿勢
が覗える。温湿度計もあり、換気も朝と掃除のと
きにしている。生け花は散歩で採取したり、職員
が家の庭からもってきたもので、生活を楽しむ習
慣があることが受け止められた。

お金を所持し買い物をし支払いをする・・
できる方には支援している
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